姫女苑
　
　
　
平成八年～十一年
　
落らく第だい生せい気きほどもやせることもなき
その揺れのシャルウィダンスめきし芥子
いつも居る席開いてをり喪正月
ほろ酔ひの夫の温もり上り月
回廊を足裏まるめて冬の朝
食積の家紋の少しうすれをり
半丁で足るる湯豆腐夫の留守
交番に迷子のとどき暮れかねる
葱坊主ぬき置かれても立ち上がる
そつけなく背を向けしまま座禅草
すれ違ひざま強力の汗臭ひ
十薬やつつがなくて里の母
火をつけるまで身をすくめ土用灸
凩や路面電車の大曲がり
順番をゆづり福引大当り
酉の市出口もつともごつたがえし
ふるさとへ列車近づき春の闇
虎杖を折りとりぽんと風ぬけし
半纒の肩すりきれし三社祭
空梅雨や相続書類うすつぺら
深川祭腰にブランドのたばこ入
新涼や朝の着替のすべりよき
富士の山入道雲をかしづかせ
親芋に子いも孫いもしがみつき
ふるさとに連れ帰りけり風邪の神
破産ビル真つ赤に染めて冬夕焼
水鳥の飛び立つまでの水の音
　
　
平成十二年
コンビーフくるくる開けて二月尽
すれちがふ水尾ぶつかりて風光る
追風に火の鳥のさま山焼く火
嫁ぐ日や傘かぶりたる春の月
習ひ事慣れて八十八夜かな
灯のともりしやべり疲れの行々子
旅にでて夫婦の距離や遠郭公
ステテコや向ひ合せの物干場
大菩薩峠に立ちて汗清し
聳え立つ都庁に処暑の日差しかな
その話題もう耳に胼胝行々子
弟切草一揉めありて遺産分け
滝水におくれてしぶき落ちにけり
謙虚とも頑固とも見ゆ吾亦紅
空近くなりて乗鞍お花畑
控めながら筋通し吾亦紅
朴落葉ひと葉に話の腰折られ
水鏡してみだれなし粧ふ山
　
平成十三年
　
結び目のゆるびしさまに梅つぼみ
二月尽とつくに賞味期限切れ
梅園のにはか茶店のかつぽう着
丁寧に脱ぎて散らかし竹の皮
木瓜の花卆寿の母のよく笑ひ
走り梅雨糠床すこしゆるくなり
両国の鬢付匂ふ薄暑かな
枡席のにはか贔屓や五月場所
火を消さぬやう手移しの蛍かな
姫女苑二十歳のままの姉の墓
白南風やみなとみらいは沖へ向き
一軒の隣は遠し蛍村
恋にほどよきほうたるの明りかな
吊るされしものより売れて鬼灯市
凶と出し四万六千日のみくじ
新涼や北岳頂上より電話
まつたうに生きてきただけ吾亦紅
新酒酌みやさしき虎になりにけり
お隣りも同じ間取りやさんま焼く
洒落つ気も衒ひもなきや枇杷の花
財宝と福のひしめき酉の市
　
　
平成十四年
風と火と揉み合ふさまや大どんど
砂浜に賽銭箱や浜どんど
早春や干潟に息づく穴あまた
正論はときに疎まし春寒し
すしめしの艶よく上がり春立つ日
夕東風や駄菓子屋前に停留所
大空の真ん中が好き揚雲雀
不相応な殻をひきずる寄居かな
しまうまのたてがみも縞春の風
さし伸べる手をすり抜けて恋蛍
稲妻やむずがゆくなる土踏まず
曼珠沙華赤のきはみの翳りさす
小鳥来る母はきのふと同じ笑み
かみ合はぬ話を母と十三夜
侘び寂びの極みに咲けり吾亦紅
万策の尽きし色とも吾亦紅
村人のみな舅めきかまいたち
雪女眠らぬ街にとまどへり
　
　
平成十五年
　
波音も風も加勢の浜どんど
春の鴨羽ばたくたびに水躁ぐ
春雷やときをりをどるおとし蓋
鷹鳩と化し厨房に入る夫
単線の右も左も山笑ふ
網糸もまざり漁港の燕の巣
そばかすのふえてバナナの香りたつ
風鈴の銀座の風も添へて売り
梅雨深し醤油蔵にも非常口
コンビニの見当たらぬ町栗の花
結び葉の結び解くとき目を弾き
滝見茶屋のれんを分けて入るしぶき
土用波力ゆるめず湾に入り
そつのなき隔たり保ち吾亦紅
長き夜や座卓ひとつの旅の宿
数珠玉や誘い合はせて塾通い
豆腐屋におから山積一葉忌
万丈も波瀾もなくて年うつる
　
　
　
　
平成十六年
寒凪や息をひそめてポセイドン
日めくりの風にそはそは春隣
啓蟄や緑に光る非常口
持ちよりのパーティに春の風邪貰ひ
単線にのりつぎて花人となり
奥千本より駈け下りる落花かな
うつし世を浄めんとして花ふぶく
つばくらめどちらの軒を借りやうか
走り梅雨ペーパーナイフの切れ鈍し
本堂に消火器二本梅雨深し
雨乞の祝詞の声のかすれけり
雪渓を映し火口湖しづもりぬ
風に乗りきれぬものゐて草の絮
松明を反り身で抱へ和布刈禰宣
和布刈の火拠げ込みてより闇深し
岩々の沈み和布刈の神事明
薄紙の吹かるるさまに冬の蝶
看板の屋号かくして干蒲団
　
　
平成十七年
お隣と生垣越しの御慶かな
内濠に陣を組むには足らぬ鴨
真つ白なギプスに手垢春近し
手を入れて硬き糠床寒厨
龍角散匂ふ抽斗寒の明
啓蟄やたつた三坪の農日誌
太陽にまばたきしげき花まんさく
螺鈿めくネイルアートや光悦忌
百磴を下りてよりの花疲れ
名所なき町に降り立ち花の雨
緋牡丹のやぶれかぶれのさまに散り
塗下駄に足裏張りつき夏来る
ポケットに古き半券更衣
アベツクに半畳を入れ行々子
高原のほくろのさまに吾亦紅
伝はらぬ思ひに焦がれ吾亦紅
歯並びに愛嬌ありて石榴笑む
火だすきのさまに遠山紅葉して
白息を連れて駆け込み牛丼屋
噴水の骨をあらはに氷つき
ふくよかな土鍋の耳や霜の夜
　
　
平成十八年
海光のとどく谷間の冬田かな
真青なる「潮騒」の島寒の凪
薇のくすぐる風にねぢゆるみ
荒畑をいたはるやうに春の雪
瞳を被ひ夢さめぬやう雛納
のどけしや筋書かかぬ生き方も
つちふるや猪口の糸底ざらつきて
薄荷飴口の中より夏来る
名峰をかくす一樹の茂りかな
辛抱のたりぬは落ちて実梅かな
逆らはぬことも処世やねぢり花
ひと言にひつこみつかず心太
抱かるるほどに艶増し竹婦人
遠雷や真つ白き歯の山男
実石榴のふくれつ面は採り残し
知恵を詰めすぎて倒れし鶏頭花
燃えつきて蕊の縺るる曼珠沙華
出不精の夫誘ひ出し一三夜
泥まみれ日まみれ裸虫小春
戸の歪み夫の気付かぬ隙間風
相寄りてはたと止みたり隙間風
　
　
平成十九年
屠蘇酌むやちとたよりなき一家言
鳥帰りダーツの羽根のささくれて
水ぬるむ束子そろそろ替へやうか
三分待つカップラーメン二月尽
浅学の顰にならひ四月馬鹿
踏み入れぬ遺跡地獄の釜の蓋
夫婦杉おんば日がさに歯朶萌ゆる
蔓先に夕日からませ花あけび
風ぐいと呑みては跳ねて鯉幟
神殿に正装の列風薫る
土砂降りのたたかれ強き濃紫陽花
おしろいの雨にも紅を流さずに
短夜の二行でとぎれ旅日記
やつかいな相談うけて秋暑し
光りつつ子らの高さに秋の蝶
厄日前喉に小骨のささりけり
全軍の十人島の運動会
神域を熟知なれども穴惑
色褪せてなほ背を正し女郎花
全長をたしかめてより蛇穴に
抽斗に藍の香詰まり秋愁
藍甕の泡の片寄り冬の雷
十一月日向のやうな人といて
霧の朝太めに刻む千六本
島日和潮の香の入る干蒲団
風邪の子に絵本の子象とび出せり
通すべく意地のなくなり日向ぼこ
　
　
平成二十年
見慣れたる山頂よりの初日の出
目を少し焦がされにらみ利かぬ鯛
風の日は肩ゆさぶつて笑ふ山
習い事倦まずたゆまず冬帽子
行きずりの人と佇む初音かな
鷹化して鳩となる夫菜食流
春の雲麒麟の舌にまきとられ
流鏑馬の的をめざして花ふぶく
亀島の背負う這松芯立てり
睡魔とは仲良くなれず明易し
片蔭を出づるやいなや眉根寄り
郭公や高原に雲さそひ出し
新涼の歯科の水色診察券
龍淵に潜む烏城の濠青む
終の色まだ決めかねて七変化
うなぎ食ふつかみどころのなき人と
くづれだす年功序列立葵
貧しても鈍はせずなり芙美子の忌
老鶯やつらぬきとほす国なまり
夏旺ん近江の人の話し好き
梅花藻のひかりこぼさぬやうそよぎ
同じことで笑へる夫と温め酒
大詰めは潔ぎよきかな散紅葉
雪舟像の蹠くすぐり冬日差し
水音のしづかに懸り冬の滝
溜め込みし知恵をこぼさず枯鶏頭
その話うさん臭しよ海鼠噛む
　
　
平成二十一年
なにもせぬひと日のよかれ骨正月
孫自慢病気自慢や女正月
正直なものほど頑固春待たる
春めくやふはりと逃ぐる綿ぼこり
凍ゆるむアボカドの種ねぢりとり
生キャラメルふはつととけて弥生尽
草原の輝き出せり剪毛期
目に隠れぷつくり育つ春子かな
たかんなや古墳の多き吉備の里
桜満つ夕日大きくしづみけり
万緑や沖を見据ゑる台場跡
ねぢ花やねぢれほどけば楽なるに
人生のたそがれどきや黄雀風
パンドラの箱めく行李黴ひそみ
銀行を出て炎天に体当り
日をかくし相好くづす入道雲
火照る身のぐいと引き寄せ竹婦人
凌霄花プロメテウスの火をもらひ
縞馬の肥えて太めの縞となり
難点をいへば真面目や鉦叩
退屈な獅子のたてがみ秋うらら
草の絮幸せどこへ運ぼうか
秋愁や波のつれ来る虚貝
冬虹の脚より雲の動き出し
一病と折合ひつけて身酒かな
鮟鱇の忿懣やるかたなき顔し
散るための決意の色か冬紅葉
茶の咲いて平家の里の水ゆたか
冬将軍まずは蝦夷より乗つとりぬ
膝掛にまとはりつきて綿ぼこり
　
　
平成二十二年
燃えしぶるもの揺り起こしどんど焼
極楽はかういふものかと日向ぼこ
春めきてはづれさうなる羽根枕
竜天に登りにはかに雲の波
凍滝に日矢は楔を打ちこめり
切貼の梅一つ増ゆ春障子
魚は氷に火だすきはしる備前皿
蒼天に源平の梅せめぎ合ふ
纜のかたき結び目鳥雲に
夜の闇つつみきれざる白木蓮
とり乱すさまの散りやう白牡丹
せせらぎの音をおさへて雪加鳴く
噴水を背にさりげなく言ふ本音
大いなる闇を引つ張り星奔る
月光や箪笥の中の古手紙
葛の花かたむき走る五能線
秋隣ロールケーキに並ぶ列
朝刊を噛みをるポストうそ寒し
豊の秋口のしまらぬ頭陀袋
入山の僧に蹤きゆき穴惑
風の棲みつくところ草もみぢ
枯蓮の征矢とも屋島古戦場
とりどりの酒の商標小鳥来る
マニキュアを落としてよりの風邪心地
番鴨ぬけてより陣崩れだし
配置替へしては競り合ひ鴨の陣
山茶花の垣根を分けて入る日差し
熱燗やもつともらしき持論吐き
鴨百羽降りて百羽の水輪生み
河豚を食ふ生くるに秘訣などはなし
　
　
平成二十三年
一樹より十羽翔び立ち初雀
太陽の塔にぶつかり虎落笛
予備軍が汀に控へ鴨の陣
鬼ノ城を天辺に据へ山笑ふ
剪定の切口峡の日を弾き
のどけしやＢ級グルメの焼うどん
春荒れの鳶は鴉に追はれけり
抽斗にためこむリボン春愁
秒針のなき時計台鳥帰る
単線の大きく曲り初つばめ
おねだりのやうに尾を振る数珠子かな
海峡を渡りきつたり桜まじ
葱坊主ある日聞分けできる子に
いつになくむづかる嬰や余花の雨
逆波のぶつかる堰や夏来る
天の声降りて芭蕉は玉を解く
葭切の鳴きて河口を広げけり
芒種かな一級河川うす濁り
タンカーのぬつと現はる小暑かな
病葉のふはと大地のたなごころ
急くことを強ひられ落下滝の水
違業なし遂げたる顔の蟇
保育器の嬰すやすやと台風裡
鶏頭の頭をなでて種を採る
生国の戸籍移してより秋思
菊膾すこし話題をかへてみる
玉じやりのゆたかなる音七五三
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